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序

財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センターでは，本年で10年目を迎え，特別展覧会・

特別講演会の開催，論文集の刊行などの事業を計画・実施しているところであります。こ

れらの諸事業の遂行にあたりましては，皆様方の御協力を賜り，厚く御礼申し上げます。

ふりかえってみますと，この10年間に，公共事業は年々増大し，それに伴い，発掘調査は

単に件数の増加だけでなく，近年とみに大規模化の傾向にあります。当センターでは，こ

うした状況に対応するため，徐々にではありますが，組織・体制の強化を進め，調査・研

究の充実を図ってまいりました。このような発掘調査成果については， 『京都府遺跡調査

報告書』 をはじめ， 『京都府遺跡調査概報』 ・『京都府埋蔵文化財情報』等の各種印刷物

を逐次刊行して公表してまいりました。また，毎年， 「小さな展覧会J・「研修会」を開

催し，出土遺物や調査の概要を広く府民に紹介して，一般への普及・啓発活動にも君、を注

いでいるところであります。

本書は，平成2年度に実施した発掘調査のうち，京都府宮津土木事務所・京都府土木建

築部・京都府園部地方振興局 ・京都府警察本部・建設省近畿地方建設局の依頼を受けて，

杉末遺跡・里遺跡・塚本古墳・京大北部構内遺跡・内里八丁遺跡に関する発掘調査概要を

収めたものであります。本書が学術研究の資料として，また埋蔵文化財を理解する上で，

何がしかの役に立てば宰いで、す。

おわりに，発掘調査を依頼された各機関をはじめ，京都府教育委員会・宮津市教育委員

会・綾部市教育委員会・丹波町教育委員会・京都市鹿蔵文化財センター ・八幡市教育委員

会などの関係諸機関，ならびに調査に直接参加・協力いただいた多くの方々に厚く御礼申

し上げます。

平成3年3月

財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センター

理事長 福 山 敏 男



凡例

1. 本書に収めた概要は，下記のとおりである。

1. 杉末遺跡 2. 里遺跡 3. 塚本古墳 4. 京大北部構内遺跡

5. 内里八丁遺跡

2. 各遺跡の所在地，調査期間，経費負担者及び概要の執筆者は下表のとおりである。

遺 跡 名 所 在 地 調査期間 経費負担者 執筆者

1. 杉末遺跡 宮津市杉末
平 2.5.24 

～ 6.12 
京都府宮津土木事務所 柴 暁彦

2. 里 遺 跡 綾部市里
平元.10.18

京都府土木建築部 田代 弘
～平 2.6.20 

3. 塚本古墳 船井郡八木町神吉和
平 2.5.25 

京都府園部地方振興局 引原茂治
回塚本 ～ 7.10 

4. 京跡大北部構内遺 京西都蔦市左京区北白川 平 2.4.23 京都府警5察本部 三好博喜
岡IJ27 ～ 6.11 

平元.5.18 

～平 2.2.27 竹原一彦
5. 内旦八了遺跡 八幡市内盟八丁 建設省近畿地方建設局

平 2.4.17 荒川 史

～平 3.3.10 

3. 本冊の編集には，調査第1課資料係が当たった。
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杉末遺跡発掘調査概要

1. 杉末遺跡発掘調査概要

1 .はじめに

杉末遺跡は，宮津湾を臨む丘陵先端部に位置する。京都府教育委員会作成の『京都府遺
（注1)

跡地図』には，古墳時代から奈良時代にわたる遺物散布地として記載されている。また，

今回の調査に先行し実施された試掘調査でも，古墳時代から中・近世の土器片が少なから

ず出土している。

今回の調査は，国道176号バイパスの道路改良工事に先立ち京都府土木建築部の依頼を

受けて実施した。

現地調査は，当調査研究センター調査第2課調査第2係長辻本和美と同調査員柴 暁彦

が担当した。調査は，平成2年5月24日から開始し6J112日に終了した。調査にあたって
（注2)

は地元の方々の協力を得た。記して感謝の意を表したい。

なお，調査に係る経費は京都府が負担した。

2. 調査概要

調査は，京都府教育委員会が実施した試掘か所を中心にして幅4mの「L」字型の トレ

ンチを設定した。調査面積は約15011？である。最初，東西方向に設定したトレンチで重機

により遺構・遺物の有無を確認しながら約2.4mまで掘り下げたが，顕著な遺構 ・遺物は

見られず，表土下約80cmから植物遺体を含

む黒褐色粘質土が厚く堆積していた。さら

深掘り部分で

一方，南北方向に設定したトレンチて、は，

表土下約80cmの暗灰褐色砂質土中カ冶ら植物

遺体とともに土師器・須恵器片が出土した

ため，途中から人力で掘り下げ，遺構精査

を行ったが，出土した遺物の大半は調査地

西側の谷上部からの流入による磨滅した細

片であり， これらに伴う遺構は見られなか

った。 第l図 調査地位置図 (1/50,000)

1 -
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。

第2図 トレンチ配置図

エ

。 10m 

第3因 調査トレンチ平面図

30m 

トレンチの土層断面観

察によると，水田の耕作

土と床土の下は砂質をベ

ースとしており，第7層

以下は粘砂質土と砂層の

互層となっている。今回

の調査地は山腹の際であ

り， トレンチ内でも現在

の地表面から約1.2～1.5

mで，花崩岩のパイラ ン

土である地山の傾斜面を

確認した。 このパイラン

土層はかなり急激に落ち

込んでおり，その上に上

部の谷からの流入土が厚

く堆積している状況を呈している。

今回の調査では以上の谷状地形を明

らかにすることがで、きた。

3.出土遺物

今回の調査では，図示できる資料

は少なし、。図示したものは調査に先

立って行われた京都府教育委員会の

試掘トレンチの排土中からの採集資

料であり，1及び2がそれである。

1は土師器の翠であり，胴部から

やや内湾気味に立ち上がり，口縁端

部は丸くおさめる。器壁は多少磨

滅している。外面にハケ調整痕が残

る。復原口径は20.8cmを測る。 2は土師器の杯である。底部から外反しながら立ち上が

り，口縁端部は細く尖り気味におさめる。 内・外面とも明褐色を呈する。復原口径ll.8cm

を訊ljる。 3は須恵器の杯である。器形は底部から外反して立ち上がり，端部を尖らせてい

- 2ー
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且L

－ ~＂＇~三士三士三ミ
品と三三さま：

且：

』＝＝＝＇

第4図調査トレンチ土層断面図

1. H音灰褐色砂質土〔耕作土） 2. 茶灰褐色砂質土 3. 灰茶褐色砂質土 3a. fl音灰茶褐色

砂質土 3b. 11音茶灰褐色砂質土 4. 灰褐色粗砂 5. 暗灰褐色砂質土 6. 育灰色粘質土

7. 黒褐色粘砂質土 8. 灰褐色砂質土 9 茶灰褐色砂質土 10. 明褐色砂質土

11目黒灰褐色砂質土 12. 淡灰褐色粘砂質土 13.黒褐色粘砂質土 14.暗灰褐色砂質土

15. 暗灰褐色砂 16.緑灰色砂質土 17. 灰色砂 18.灰褐色砂 19.灰緑色粘砂質土

20.灰緑色砂 21.緑灰色粘砂質土 22. 14と同じ 23.白色砂 24. 白色砂混じり粘土

25.黄褐色砂機（花崩岩パイラン土〉

に」ーノ

1 三＝二ゴ。 10cm 

第5図出土土器 実測 図

る。外面はへラケズリをし，器壁は薄いが，焼成はあまり よくなし、。復原口径12.Scmを測

る。これらの土器は古墳時代後期から奈良時代にかけてのものと思われる。

4.ま とめ

京都府教育委員会の試掘調査では， ある程度まとまった遺物が得られたにもかかわら

ず，今回の近接した調査地では顕著な遺構 ・遺物とも確認することができなかった。 出土

した遺物もかなり磨滅している細片で，谷上部からの流入によるものと思われる。また，

3 
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周辺の地形を考慮しても，本調査地が台地の末端に位置し，約Smの比高で眼前に宮津湾

を臨む場所にあることから，集落そのものは西側の谷上部に存在すると考えられる。

（柴暁彦〉

注l 『京都府遺跡地図』第l分冊〔第2版〕 京都府教育委員会 1988 遺跡番号 107

注2 調査参加者（敬称略）井戸本君子・佐々木達夫・松井清・森山芳子・山本三郎 ・山本住栄・

山本寿美子・ 山本只夫

-4-
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2. 綾部市里遺跡発掘調査概要

1 .はじめに

里遺跡は，由良川右岸の段丘上に立地する集落遺跡である。この遺跡付近では，古墳時

代から鎌倉 ・室町時代にかけての須恵器や土師器，瓦器，陶磁器破片などの遺物が多数採

集されており，以前から遺物散布地として周知されている。

今回，里遺跡の推定範囲内に府道の建設が計画された。そのため，当センターでは工事

に先立ち，遺構の有無を確認して記録保存をはかるとともに，重要な遺構を検出した場

合，保存のための資料を作成することなどを主な目的として，京都府土木建築部より依頼

を受け，調査を実施した。調査に係る経費は，京都府が負担した。

2. 遺跡の位置と環境

綾部市は福知山盆地の東端に位置している。市域は，標高2～300m前後の山林で固ま

れ，市内を貫流する由良川によって形成された沖積地と八田川，犀川などの支流沿いに展

開する山聞の小盆地からなっている。沖積地は，由良川本流域で最も発達し，八回川下流

域や犀川流域でも谷ごとに沖積地がみられ，生活空間としての適地を形成している。

集落遺跡は，これらの沖積地縁辺や自然堤防上に営まれており，隣接する丘陵上には古

墳が多数分布している。

里遺跡は，綾部市里に所在する。由良川を南に望む低位段丘上に立地している。この地

は，綾部市街地の対岸にあたっており，由良川右岸地域と左岸地域を結ぶ交通の要衝とな

っている。

遺跡の周辺には，久田山遺跡，久田山古墳群，仏南寺城などの遺跡があり，丘陵を隔て

た北側の谷には菖蒲縁古墳，聖塚古墳，城跡古墳，栗ケ丘古墳群などの古墳が分布してい

る。久岡山古墳群は， 2基の前方後円墳をはじめ，円墳・方墳・方形台状墓 ・方形周溝墓
（注1)

からなり，10支群に分かれる規模の大きな古墳群である。菖清塚古墳，聖塚古墳は隣接し

て造営された方墳で， 菖蒲塚古墳には造り出しがある。菖蒲塚古墳は一辺約21～23m，聖

塚古墳は一辺約42～44mを測り，いずれも段築，葺石，埴輸を備えている。 5世紀前半
（注2)

に造営されたこの地域の首長墓と考えられている。城跡古墳は全長40mの前方後円墳であ
（注3)

る。栗ケ丘古墳群は， 1985年から1987年にかけて木棺直葬の円墳12基，横穴3基が調査さ

- 5ー
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第6図調査地の位置と周辺遺跡

1；里遺跡 2；仏南寺城跡 55・56・155・156・257～262等；久間山古墳群 61；菖務塚古墳

62；聖塚古墳 65・66；栗ケ丘古墳群 126；青野遺跡 213；青野西遺跡 214；青野南遺

跡 215；綾中遺跡 271；西町遺跡 294；綾部停屋跡

6 
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（注4)

れ， 6世紀前半から後半に造営された古墳群で、あることが確認されている。

また，対岸の自然堤防，低位段丘上には， 青野遺跡， 青野西遺跡，綾中遺跡，綾中廃

寺，西町遺跡など，この地域の代表的な集落遺跡がある。青野遺跡は，弥生時代中期から

平安時代にかけて長期にわたって営まれた遺跡で，弥生時代中期の遺精を中心に多数の遺
（注目

構・遺物が検出されている。青野西遺跡では，弥生時代後期末から古墳時代前期初頭の竪

穴式住居跡が確認された。住居跡出土遺物は，当該期の土器編年を構成する上で欠くこと
（注6)

のできないものとなっている。綾中遺跡では郡街跡と考えられる掘立柱建物跡が多数検出
（注7)

されている。西町遺跡は平安時代末～鎌倉時代初期の荘官層の居住域と考えられる掘立柱
（注8)

建物跡が広い範囲で確認された。

里遺跡は周辺に，上述したような主要遺跡・古墳が多数分布しており，立地の tでも時

期の上でもこれらの遺跡を結ぶ重要

な位置を占めている。

セポ ~ "!'"' 

を平成2年4月24日から同年6月20 第7図 トレンチ配置図

一 7ー
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日まで実施した。 A・B地区は調査終了に

あたり現地説明会を開催し，多数の参加者

を得た。

以下，各地区ごとに調査概要を記す。

( 1) A地区

約17m×50m・約850,,Cのトレンチであ

る。重機により表土除去を行い，表土下約

30cmからは人力により掘り下げた。黄色粘

土面まで精査を実施し，多数の遺構と遺物

を検出した（第8図〕。

① 層序

基本層序は，耕土， 暗褐色土（砂疎混じ

り〉，黒褐色土，黒色粘質土，黄色粘土で

ある。

黄色粘土は，低位段丘面を構成する旧河

床の砂礁層上に堆積したもので，下部には

大型の亜角磯～円礁の混入がみられた。黄

色粘土は，調査地北東にむかつて傾斜して

おり，黄色粘土上の堆積物が次第に厚くな

る傾向がある。拡張区の南西では耕土直下

であらわれ，北東隅では耕土下l.5mと深

い。遺構のベースは，トレンチ西半では黄

色粘土面であったが， 北東部では黒色粘質

土であった。黒色粘質土中の遺構は，遺構

埋土との区別が難しいうえ湧水のため，最

終的に黄色粘土上面まで掘削して遺構の検

出につとめた。東半部では黒色粘質土の中

で遺構が終わっているものが多数あり，精

査段階でも確認できなかったものが多い。

遺構平面図の中で北東部分に空白がみられ

るが，この部分は調査地の中でも特に黄色

- 8-
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第B図 A地区遺構平面図
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粘土が傾斜していて，厚く黒色粘質土が堆積していた。

② 主な検出遺構と遺物

A拡張区では，弥生時代中期の造1誌をはじめ，古墳H寺代，奈良時代，平安時代末～鎌倉

時代にかけての各時代の遺構 ・造物を検出した。以下，主な遺構を時代ごとに説明する。

弥生時代の遺構 s x 01・02がこの時期に属する。いずれも調査地東端で検出してい

る。黄色粘土の傾斜ラインに沿って掘り込まれており，槻形の直上で弥生時代中期の壷，

聾，高杯などの破片を検出している（第10図〉。SXOlは南北13mにわたって検出した。埋

土は黒灰色粘質土である。黄色粘土直上に堆積している黒色粘質土より粘性が強いが，土

質は類似している。

第9図 A地区土層断面図

＼』.／，＇
。 20cm 

第10図 SXOl・02出土遺物実測図

l～3 SXOl 4 SX02 

- 9 
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1.耕土
2.黒色粘質土
3.暗灰色土
4.黄色粘質土
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第10図1～3はSXOl 

から出土した遺物である。

1・2は広口壷の口縁，

3は聾の底部である。 1

は口縁部が大きく聞き，

口縁端部に面を作る。 ロ

縁内 ・外面に粗いハケ調

整を施している。肩部内

面には横方向のへラケズ

リがみられる。 口径約

18.4cmを測る。2は，口

SD03 

縁端部を垂下させ櫛描き

波状文を施す。頭部に4

条の回線文，肩部には櫛

描き直線文と波状文を施

す。4はSX02から出土

した水差形土器で、ある。

最大腹径が器体上半にあ

。」一一一_j"'

級協~

第11図 SD03実演I）図

り， 長胴である。直立する口縁をもち，端面をやや内

傾させてつく る。肩部に半環状の把手がある。体部外

面ハケ，内面をナデ調整する。外面下半にはハケを施

さず縦方向のへラケズリ痕を残す。 口径約10.3cm・器

高約30.7cm・最大腹径は約21.2cmを測る。SXOl・02

出土土器は，いずれも弥生時代中期後半（第IV様式〉に

属するものである。

古墳時代の遺構 S DOl・03・04,S HOlがある。

S DOlは弧状の溝である。溝は，調査地の南へのび

ており，次に記すSD03同様，円弧を描いて巡るもの

団 J
／ 

。 旬cm

第12図 S DOl・04出土遺物実測図

と思われる。最大幅2.2m・深さ約30cmを測る。溝の南端で掘形内から土師器杯身が出土

している（第12図1）。この杯身は，口径約13.6cm・器高約4.0cmを測る。口縁部を強く横

ナデしやや外反させている。底部外商にはへラケズリを施す。6世紀末に属するものであ

ろう。

- 10一
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SD03は，円弧を描いて巡る溝である。溝幅は約lm・深さ約30cmで，断面は皿状であ

る。溝外縁間の最大値は約12mである。溝から遺物が出土せず時期はわからなし、。この溝

は，古墳の周溝だけが遣存したものだろう。野崎遺跡で、同様の古墳周溝の検出例が~~。
S D04も弧状を呈する。削平されて東半分だけが残っている。 西に向かつて浅くなり，

やがて途切れる。溝の全形はもともと円弧に近いものであったろう。幅約70cm・深さ約25

cmを測る。 この溝からは古墳時代後期の須恵器査（第12図2）と横瓶の体部破片が出土し

た。壷は，長方形透しのある脚部を有しており， 肩部に沈線を施している。長頭壷である。

SHOlは，調査地区南東隅で検出した竪穴式住居跡で、ある（第16図〉。一部を検出した。

一辺4m以上の方形であり，深さ約20cmを狽I］る。床面には，壁沿いに周壁溝状の細い溝が

部分的に巡る。主柱穴その他の遺構は検出していなし、。遺物は土師器聾体部の細片を少量

検出したのみで，遺構の時期を限定できる資料は得られなかった。ここでは，一応，古墳

時代のものと考えておきたい。

奈良時代の遺構 S B02・03・04がこの時代に属する。

S B02は， 2間x3聞の総柱，東西棟の掘立柱建物跡である（第13図〉。柱聞は，梁間約

180cm ( 6尺）等間 ・桁行約210cm( 7尺）等間である。柱掘形はすべて円形で，径は約30～

6., 

泊｜ :0 

． 
． 

。 2m 

第13図 SB 0 2実測 図

- 11 -
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ヨ

。

第14図 S B 0 3 実演lj 図

，／ー一－ i ~圏、 どと二二ゴ ：末、＝

にてユτ尋イ で三斗竺でテ

r－ユ三！：：乙
第15図 S B02・03柱穴出土遺跡実誤lj図

1・3・4. S B03 2・5. S B02 

- 12 -
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2m 

50cmで、ある。 SB02は，柱

穴の 1つがSB03を切って

おり， SB03廃絶後に造ら

れたものであることがわか

る。主軸はほぼ磁北であ

る。柱穴より，須恵器杯

身 ・聾の破片が出土lてい

る（第15図2・5〕。

S B03は，梁間3間×桁
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行2間以上の掘立柱建物跡である（第14図〉。柱聞は， 北桁筋が梁間約150crn( 5尺〉と狭く

なっている。ほかは梁間約240crn(8尺〉等間 ・桁行約270crn(9尺〉等間である。北桁筋1間

分は踊であろう。柱穴は，平面形が方形のものと円形のものとがある。方形のものは一辺

約60crn前後を測る。円形のものは径30～60crnて、ある。柱穴から須恵器杯蓋が出土した（第

10図1・3・4）。主軸はほぼ磁北である。

S B04 調査地区南東隅で東西1間分 ・南北2間分を検出した。主軸を磁北にとり， S

U唱白Qp；可 伺． 

I~ 
"' ヨ
。

第16図 SHOl ・ S B04実視lj図

． •. 

。

第17図 S E02実測図

2m 

B02・03と同様である。東西の柱間は約

240crn ( 8尺），南北の柱聞は約180crn( 6 

尺〉等間である。柱穴は円形で，径約40

～50crnをtJ[ljる。柱穴から須恵器杯蓋の釧

片が出土している。

SB 02・03出土遺物（第10図 1～5〕

1・3・4は杯蓋である。口j縁部の一部

が残存する。口縁部を屈曲させ，端部に

段をつくる。 3は口径16.Scrn・残存高約

1.3c111を測る。2は杯身である。 口径約

l6c111・器高3.6c1nを測る。5は寵の口縁

である。口径45.6c111と大型である。肩部

外面に格子タタキ目，内面には青海波文

が残る。

これらの遺物は，いずれも 8世紀後半

のものと思われ，時期の上では大差ない。

遺構の切り合いからはSB02がSB03を切

っていることがわかっているが，遺物のう

えからSB02の建造は，SB03廃絶直後で

あったことをうかがうことができる。

出向 ／ f干 、 S B04出土

造物は細片で

あるため時期

が限定できな

いが，主軸方
1m 

~一二 1－－ー司、2

＼「ー」 泊司，3。 10cm 

第18図 S E02出土遺物実測図 位，柱穴掘形

- 13一
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~ 
等からみてSB02・03に近

接する時期のものと推定す
週以決※封

ることができる。

S E02（第17図〕

長さl.Bm・幅1.4mの長

方形の掘形をもち，壁は垂

直である。底面は西半が深

く，東半は浅く造られてお

り，半ばに段がある。深さ

は西半で約l.2m，東半で

約70cmを測る。東半は黄色

• tfl問p、 8声、 8宅、島、 1困 葉ささ
粘土中で掘り止めているが，

西半はその下の磯層（湧水

層）に達している。埋土は，

黄色粘土のプロ ックが混じ

る黒色粘質土で，埋土に混

じって須恵器杯身と杯蓋の

破片が出土した（第18図〉。

井戸であろうか。

S E02出土遺物（第18図）

埋土下部から検出した遺

物のうち，図化できるもの

を取り上げた。 1・2は杯

蓋である。1は偏平な宝珠

つまみがある。2は口縁部

のみが遺存していた。口径

a除滋~ 約13.6cm・残存高約l.6cm
ーーー ． L=4’，Om 

を測る。 3は杯身の底部で

ある。底径10.4cmを測る。
。 2m 

いずれも8世紀後半のもの

第19図 S BOl実測図 である。掘立柱建物跡SB 

02・03・04と，ほぼ同時期

- 14 -



綾部市里遺跡発掘調査概要

である。

平安時代末～鎌倉時代初期の遺構 S BOl・sB05・sB06・SB 07・SB 08・SB 
09・SBlO・SEOl・SD02・SKOlなどがこの時期の遺構である。

S B01(第19図〉 今回の調査で検出した建物跡の中では最大のものである。2間×5聞

の総柱，南北棟である。柱聞は，梁間約220～240cm(8尺弱〉・桁行約270cm(9尺〉の等間

である。東西両桁筋は整然としているが， 中央の桁筋は10～20cm前後のばらつきがみら

れ， やや歪んだ建物になっている。柱穴はすべて円形で，径は約30cm前後で、揃っている。

柱穴3・6 • 7・11・12から遺物

が出土した（第20図〉。

S B01出土遺物（第20図1～5)

1は土師器皿である。 口径約9.8

cm・器高約l.5cmを測る。2は土

師器である。椀の口縁部であろう。

3は土師器椀の底部である。底面

に糸切り痕がある。4は瓦器椀で

ある。口径約15.6cm・器高約5cm・

底径約6.5cmを測る。器高指数は

約32.1である。器体はゆるやかに

立ち上がり，口縁部を強く横ナデ

してやや屈曲する口縁部を作る。

端部は丸く，沈線はみられない。

器壁は荒れて詳細はわからないが，

内外面ともにていねいにへラミガ

キされているようである。12世紀

後半のものだろう。5は白磁椀の

底部で，底径6.7cmを測る。

S B05 東西1間分 ・南北2間

分を確認した。東へのびるものと

思われる。柱聞は東西 ・南北とも

に約270cm( 7尺〉を測るが，柱列

はばらついており査みがある。遺

物は出土しておらず，時期はわか

又』ニ~・d

ミ→
、＼」~

、＼トー】，，；
O 10c何、

第20図 S BOl柱穴出土遺物実測図

f1 

． 
a 

L＝刷.Om

。
2m 

第21図 S BOS実測図

に
d
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~I , 

a a’ 

L=-41,0m ー『－ a 

。

第22図 S B09実測図

E
q吾
川
」

。

第23図 S BlO実測図

- 16 -

らない。

2m 

S BOS 東西1間以上 ・

南北4聞の掘立柱建物跡で

ある。SX03による撹乱と

削平により，柱掘形の大半

は失われていた。柱聞は約

240cm ( 8尺〉等聞である。

柱穴掘形は円形で，径25～

30cmで・ある。主軸方位はS

BOlとほぼ同じである。柱

穴から瓦器椀体部の破片が

出土した。建物跡の規模は

不明である。

S B07 東西1間以上，

南北3聞の掘立柱建物跡で

ある。建物跡は調査地区の

西側にのびると思われる。

建物跡全体の規模は不明で

ある。柱聞は，東西 ・南北

ともに約180cm( 6尺〉等間

である。柱穴は約25～30cm

の円形である。柱穴から瓦

器椀の細片が出土した。主

軸は， やや東に傾くが， S

BOl, S B06と同＋美である。

S BOB 2間× 3聞の南

北棟である。 北西隅の柱穴

は削平により失われていた。

柱聞は，梁間約180cm ( 6 

尺〉等間 ・桁行約240cm( 8 

尺〕等間である。柱穴はば

らつきがあり，やや歪んだ

2m 



綾部市里遺跡発掘調査概要

建物跡である。柱穴の径は約25～30前後である。柱穴から土師器，瓦器の細片が出土した。

a・

。

l=41白羽

？”、

S B09（第22図〉 2間× 2聞の掘立柱

建物跡である。南北棟である。北東隅と

南第1列梁中央の柱穴は確認できなかっ

た。柱聞は，東西約180cm( 6尺） ・南北

約240cm( 8尺〉である。柱穴の径は約30

～40cmを測る。柱穴から遺物は出土して

おらず，時期は明らかでなし、。

第24図 SEOl実il!IJ~

S B10（第20図〉 東西2間以上・南北

2聞の掘立柱建物跡である。 調査地西側

へのびるものと思われる。東西棟であろ

う。柱聞は，東西約210cm( 7尺〉・南北

約180cm( 6尺〉等聞である。柱穴は，径

25～40cmを測る。柱穴から瓦器，土師器

の細片が出土した。

ミ~

又ームJ 主

、長ノ

第25図 S EOl出土遺物実測図

- 17 -

10cm 。

J守、。。
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S E01（第24図） 円形の土坑である。断函はすり鉢状を呈し，底面は平坦である。直径

約l.5m・深さ約50cmを測る。埋土は，黒色粘質土の単一土層であったO 埋土から瓦器

怖・皿，土師器皿，須恵器すり鉢，土師器鍋，土錘等が出土した。このうち，瓦器椀は残

りがよく，完形に近いものく第24図9）もあった。

S E01出土遺物（第24図） 1～4は土師器皿である。1・2は小形である。1は口径約

8 cm・器高 1.6cm, 2は口径8.8cm・器高 l.8cmを測る。 口縁部を強〈ナデ調整する。 3 

は， 口縁部に段をもっO 口径約12cm・器高約2cmを測る。4は，口径14.8cm・器高2.5cm

の大形の土師器皿である。口縁部を二段ナデ調整する。

5～9は瓦器椀である。いずれも，休部がゆるやかに立ち上がり， 日縁部に強L、ナデを

施す。端部を丸くおさめ，沈線をもたなL、。5・9は，器体内 ・外商にへラミガキを密に

施す。6・7・8は，外面の磨滅が著しく ，調整は不明である。9は，遺構の底面から出

土したもので，高台を破損しているがほぼ完形である。法量は，5が口径約14.Scm・器高

約4.8cm, 6が口径約16.lcm・器高約5.2cm, 7が口径約15.4cm・器高約5.4cm, 8が口径

約16.lcm・器高約5.6cm, 9が口径約16.0cm・器高（推定〕約5.5cmで、ある。器高指数は約32

～35と幅がみられる。6が約32.2て値が小さく， 7が約35で最大である。

10は東播系の須恵器すり鉢である。

S D02 東西に走る溝である（第26図〉。幅約 1m・深さ約30cmを測る。約15mにわたっ

て検出した。東半部では，遺構のベースが溝埋土と同様の黒色粘質土となっていたために

判別がつかず，充分に検出できなかった。この部分では，黒色粘質土中に土器が列状に並

んで出土しており，溝が東へのびることは確実である。溝の断面は「U」字状であり，埋

00  0 0 (5() ~《。内。。
a~ a 

、｜

一ーーー＝一一ーー・回国ー－

5002 

.__l 。、ョ＂＇

0 0 -. C》
c cO 

も三金＂＂＂

~、 ｛。。 。 ．．． 

第26図 SD 02 実 測図

- 18 -
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＂＂＇－＝こ』 圃，〆1

又ζ三占.;;i'2

ミ三戸イ 二ユ 。 t仇m

第27図 S D02出土遺物実測図 (1) 

土はやや褐色がかった黒色粘質土である。この溝の埋土からは，12世紀代の土師器皿や瓦

器椀・Eし瓦質土器，土鍋などが一括して出土した。

S D02出土遺物（第27～31図〉 土師器皿，瓦器皿・椀，土師器鍋，羽釜，白磁椀，土師

器椀， 黒色土器椀などが出土した。瓦器椀と土師器が多数を占めており，白磁椀や黒色土

器椀， 土師器椀はごく少量であった。

土師器皿（第27図1～6'11～21) 多数出土しているが，主なものについて説明する。

土師器皿は， A～Cの3型式に分類することができる。 小形のもの（A型式〉と大形のもの

(B・C型式〉とがある。

A型式(1～6) 口径8～9cm前後の小形のものである。 口縁部を横ナデし，端部を丸

くおさめる。底部に指頭圧痕を残す。 5は，口径9.0cm・器高はl.8cmを測る。

B型式（14～19,20・21) 底部からゆるやかに湾曲しながら立ち上がるロ縁部をもっ。

口径14.5～16cmと大形である。14・15は口縁端部のみに強いナデ、を施す。16～19・20・21

は，いわゆる二段ナデを施すもので，口縁部の広い範囲にナデを施している。いずれも内

面をナデており，底部には指頭圧痕が顕著である。14は口径12.4cm・器高2.4cm,21は口

径約14.6cm・器高約2.8cmを測る。

C型式（11～13〕 平らな底部から屈曲して直線的に立ち上がる口縁部を持つ。 口縁部を

強く横ナデする。11・12は口縁部を丸くおさめるが，13は端部に強いナデを施して肥厚さ

せている。11は口径15.2cm・器高l.2cm,13は口径8.2cm・器高l.2cmを測る。

これらの土師器はおおむね12世紀代に属するものだろう。

瓦器皿（第27図7～10) 土師器mよりわずかに大きいが法量はほぼ同形同大である。口

- 19 -
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11抑制

ミエイ

てき ；〆：ノ

、 二二一 」 -J I 

'¥. cコパ I 
＼、 に')-1 ,,  

T一一一一一回圃圃匝圃可 15 

＼ヰノ

ミ司7.
ミヰイ
＼；安
＼芳重メf
O 10cm 

第28図 SD02出土遺物実浪I）図 (2) 
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縁部に横ナデを施して器体を整えている。内 ・外面ナデ調整のものが主体を占めているが，

中には10のようにジグザグ状の暗文を施すものもみられる。 9は口径約9.2cm・器高約1.8

cmをa!IJる。

瓦器椀（第23図1～28) S D02出土遺物中，最も出土量の多かった器種で－ある。完形あ

るいは破片の中でも遺存状況の良好なものを中心に取り上げて図示した。法量など詳細lに

ついては別表（付表1）を参照されたい。

この遺構出土の瓦器院は，大きく 3型式に分類できる。ひとつは，体部がゆるやかに湾

曲して口縁部に至るもの（A型式），もうひとつは比較的平らな底部を持ち休部が直線的に

立ち上がる傾向をもつもの（B型式〉，そして体部にあまりふくらみを持たず直線的な器体

をもつものcc型式〉の3者である。いずれの型式においても口縁端部内面に沈線を施すも
のと施さないものとがあるが，C型式の沈線は浅く不明瞭である。

それでは，以下，各型式別に説明する。

A型式としたものは1～19・23・24である。この型式は，法量・口縁端部の整形手法な

どからおおむね4形式に細分できそうである。

A-1形式 器高指数が34前後の浅い器体をもち， 口縁部を横ナデして外反させ (1～

3），端部を丸くおさめる。器壁が薄く，胎土が精良 ・密である。器体の／／ゴ ・外面にてい

ねいなへラミガキを施す。 1の見込みにはジグザグ状の暗文， 2は部分的であるが格子状

の暗文が認められる。

A-2形式 4～7など口径に対して器高が1・.・:jく，深い体部を持つもの。株高指数は37

～39前後である。口縁部外面を11~ナデして稜をつくるもの（ 4 ・ 6 ） とそうでないもの（ 5

・7）とがある。 5は口縁端部を強く横ナデして外反させている。 4・5・7は器表外面

が荒れているため調整は不明瞭であるが，ていねいなへラミガキを施していたようであ

る。 5・6は見込みにジグザグ状の暗文が施されている。高台は太く ，しっかりとしたっ

くりである。
｛器商）

A-3形式 8～17が該当する。ゆるやか ふ

に湾曲する浅い体部をもつもの。器高指数は

31～35前後であり， 33～34前後のものが多い

ようである。口径は15.0～15.5cmのものを中

心とする。いずれも，口縁部に横ナデを施し，

稜をつくる。稜は明瞭なもの（10・11・13～

17）と不明瞭なもの（9・12）とがある。 9・

11・13・15・17は，口縁端部内面に沈線があ

6 

4 

2 

- 21一
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第29図 SD02出土瓦器法量分布表
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り，他は丸くおさめている。へラミガキは内 ・外面ともていねいに施されている。外面は

ナデ調整を主体としており，その上から粗くへラミガキするものが多い（8～14）。見込み

にはジグザグ状の暗文が施されている（9～11・14）。高台は太くしっかりとつくるもの

(8～13・16～17）と断面形が三角形を呈しやや粗略化されたもの（14～15）とがある。

A-4形式 18・23・24が該当する。 口径が16.0～16.5cm前後と大きく，器壁が厚くし

っかりとしたっくりのもの。器体は浅く，器高指数は30～32前後と，最も低い値を示す。

A-3形式のものと同様に，体部はゆるやかに湾曲して立ち上がる。口縁部を強く横ナデ

し，屈曲して立ち上がる口縁をつくる。調整は，体部外面ナデの後，部分的にへラミガキ

を施す。ナデが主体であり，体部下半には指頭圧痕を顕著に残す。内面は密にへラミガキ

を施し，見込みに暗文を施す。暗文はジグザグ状のもの（23）と斜格子状のもの（24）とが

ある。18・19・23・24はし、ずれも口縁端部内面に沈線をもっ。

B型式 平らな底部から体部が屈曲して直線的に立ち上がる傾向をもつもの（20～22）で

ある。 20は口縁端部内面を強くナデ調整し，沈線状の段をつくる。体部内 ・外面ともてい

ねいなへラミガキを施す。見込みにはジグザグ状の暗文がある。22は器壁が荒れており，
（注10)

調整不明である。この型式は，福知山市大内城跡で確認されたものCH bタイ プと呼称）

と同様のものであろう。

C型式 25～28が該当する。体部にあまりふくらみをもたず，直線的に立ち上がり口縁

部に至るものである。 口縁部を強く横ナデしてやや屈曲して立ち上がる口縁部をつくる。

28は外反する口縁をもっ。 26は，口縁端部内面に形骸的な沈線をもっ。休部外商の調整は

ナデが主体であり， へラミ ガキは口縁付近にわずかに施されている（28）。内面はへラミガ

キが密であり， 27ではジグザグ状の暗文が認められる。

この型式のものは出土量がわずかであり，細片資料に限られる。

これらの瓦器椀は，形態的特徴からみて，いずれも丹波型に属している。次に各型式の

帰属時期について考えてみたい。
（注11)

この地域の瓦器椀は，福知山市大内城跡出土資料を中心として編年研究が行われてい

る。その成果にもとづいて検討していくことにする。

各型式中で最も古相を呈するのがA-1形式である。この形式のものは内・外面ともへ

ラ磨きを密に施しており， 造り ・胎土ともに良好である。 I期（12世紀前半）に属するもの

と思われる。

Il • Ill期（12世紀中～後半〉には，丹波型の瓦器は，口縁部が直線的に立ち上がるものや，

厚手で口径が大きくやや大ぶりのものなど多様化する傾向が指摘されている。 A-2・A

-3・A-4, B型などがこの時期に属するものと思われる。 A-2・A-3には，内 ・

- 23 -
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外面のへラ磨きをていねいに施しており，やや古相を呈するものを含んでいるo A-4は，

器壁が厚く大ぶりのものであるが，外面の磨きは省略されており，この型式の中でも新相

を呈している。B型式は，大内城跡調査報告書で ］［ －bタイ プとされたものと同一型式で

ある。ll-bタイプはIII期の指標となったSx 248で検出されてし、る。
（注12)

C型式は外面のへラ謄きが省略されており，造りも粗し、。兵庫県多利遺跡でもこの種の

瓦器がA・B両型式に伴って検出さ

れている。 111～1V期（12世紀後半～

13世紀初頭〉に位置づけられるもの

であろう。

土師器鍋（第30図1～8) 鍋は，

口縁部の形態から2型式に分類でき

る。 「く」 の字状に外反するもの（A

型式）と「く」の字状に外反して屈

曲あるいは湾曲して立ち上がるもの

CB型式〉とである。

A型式(1・2・5～8）は，口径

に対して器高が低く，浅い体部をも

つもの（A-1形式 ：1・2）と深い

もの（A-2形式 ：5～8）にそれぞ

れ細分できる。いずれの形式も，器

壁が厚い大形のものと小形のものが

ある。口径は， 1が29.2cm, 5が

23.Scm, 8が33.Scmを測る。

B型式（2・3）としたものは， A

ーγ 、！

。

・10cm 

， ， 

第31図 SD02出土遺物実誤IJ図い）

型式の大形のものと同様の法量をもつが，器壁がやや

薄めて‘ある。 口縁部を強く ナデ，わずかにロ縁部を屈

曲させるのが特徴となっている。この型式の鍋は瓦質

土器にみられるものであり，これはその模倣とみなす

ことが可能であろう。4は，口径32.4cm・残存高12.5

cmを測る。

JJ~I土は両型式とも共通しており，径 1 ～ 2mm前後の

砂粒を多く含んでいる。色調は乳褐色を呈し，外面に

- 24 
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綾部市里遺跡発掘調査概要

は煤の付着が顕著である。

務釜〈第26図1～3) 土師質のものく1)と瓦質のもの（2・3）とがある。 1は，内傾

する口縁部をもっ。羽は水平にのびる。胎土には微細砂を多量に混入しており，砂質であ

る。2・3は，脚を有する羽釜である。 羽は短く，断面は三角形である。 2は，口縁部が

内傾して立ち上がり，端部に面をつくる。体部に脚の剥落した痕跡がある。内・外面ナデ

調整を施す。3は，脚が一本遺存していた。脚は，羽部直下に接合されており，断面は四

角形である。脚端は細く，反りぎみである。器体は内外商ともにナデ調整である。口径約

18. 8cm • 器高約24.5cmを測る。

白磁（第32図1) 玉縁状の口縁をもっ椀である。見込みに沈線が一条巡る。 口縁15.3

cm・残存高5cmを測る。森田 ・横田分類の白磁椀第IV類に属し，玉縁口縁が小ぶりである

ことから12世紀前半のものと考えられる。

黒色土器（第32図2) 椀の破片である。内面にのみ炭素吸着させる黒色土器A類である。

内面にていねいなへラミカーキを施す。外面はナデ。底部に糸切り痕を残す。底径約 6.2cm

を淑ljる。

包含層出土の遺物 A地区では，包含層からも各時代の各種の遺物が多数出土してい

る。主なものを取り上げ，図示しておく（第33図）。

1～5は土師器肌である。 3の底部には糸切り痕が認められる。6～11は須恵器である。

、三事~

~~2 

~~ 

二二ょ 勺 f
又=:d~ マ三覆ノ

、 ＼軍基v ¥ I J ··~；4"'-

一一 ；心コ7rr0f, 
① 

。 20an 

第33図 A地区包含層出土遺物実測図
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付表l A地区SD02出土瓦器観察表

土器 法 量 器高指数

口径 ｜器高｜底径 （警×刈
胎土 焼成 色 調 備 考

番号

第1図 14.81 5.0 I 6.8 33.8 空色： ｜やや軟 黒灰色 ｜？日にジグザグ状の暗文あほぼ完存。

2 i 15.1 I (4.5)1 - 密 やや軟 黒灰色 ｜｜ 内縁，外部面にへ
口 のみ残存。

3 j 15.51〔4.4)1- I 密’ ｜良 ｜黒灰色 ｜内外面へラ ミガキ。

4 ! 13. i I 5. 2 1 6. 1 I 39.6 密 ｜ 良 ｜ 黒灰色 ｜外面磨滅のため調整不明。

5.31 7.0 I 37.3 密 黒灰色 ｜外面磨滅のため調整不明。

5.61 7.2 j 38.6 密 ｜ 良 ｜暗灰色 ｜内外面を丁寧にへラミガキ。

7 i 15. o I 5. 6 1 7. 2 J 37.3 門学む｜やや軟｜黒灰色 ｜内 誌面へラミガキ。見込みは磨 。完存。

8 J 15. 41 4. 81 8. 2 1 31.1 密 ｜ 良 ｜ 陥灰色｜内，外商へラミガキ。

9 i 15. o I 5 .1 I 7. o I 34.0 司監 良 ｜外内面黒｜情灰色｜内 外面へフミカキ。見施込すみ
商灰色 にジグザグ状の暗文を

10ト5.315.117.21 33.3 呼む｜ ｜ ｜内 外面へラミ九鮮み良 黒灰色 完に存ジ。グザグ状の暗文を

11 ベ5.1I 7.4 f 32.7 密
I I内，外面へフミカーキ。見施込すみ

やや軟 黒灰色 完に存ジ。グザグ状の暗文を

12 [ 15. 51 4. 1 i 7. 2 [ 30.3 密 ｜ 良 ｜黒灰色 ｜内，外面へラミガキ。

13 [ 15 .1 J 4. 9 1 6. 61 32.4 密 ｜やや軟｜ 灰白色 ｜内，外国へラミカキ。

14 J 14.81 5.3 J 6. 71 
悼む ｜ ｜内外面いガキヂ35.8 やや軟 黒灰色 す見込。みに平行線状の暗を施

15 ,15.415.0[ 6.81 32.5 密 ｜軟 ｜黒灰色 ｜器表面磨滅。調整不明。

16 [ 15. 3 I 5. 31 7 .1 I 34.6 密 ｜やや軟｜暗黒灰色 ｜外面ナデののち部分的にへラ
ミガキ。完存。

17 [ 15. 4 I 5. 4 I 7. 2 I 35.l 密 ｜やや軟｜黒灰色 ｜器表磨滅のため調整不明。
18 [ 16.91 5.4, 7.6 [ 31. 9 密 ｜やや軟｜黒灰色 ｜外商ナデ。 内面ヘラミガキ。

19 j 15.81 4.81 8.4 [ 30.3 密 ｜良｜黒灰色｜内外面へラミガキ。

20卜6.0I 5.3 J 6.2 J 33.l 密 ｜ ｜ ｜内外面へフミガキ01込み良 黒灰色 にジグザグ状の暗文をす。
ほほ、完存。

21 [ 14. 1 [ 5.5 [ 5.8 [ 37.4 密 ｜ 良 ｜ 黒灰色 ｜内，外面へフミ ガキ。Z込み
にジグザグ状の暗文を す。

22 バ5.6J 7.2 [ 39.1 密 ｜ ｜ ｜内外面ともにへフやや軟黒灰色 しているが，磨滅により不明
瞭。完存。

23115.815.0J 5.ll 31.6 ｜ ｜ ｜ ｜外面ナ吋ゆトフ組l砂含むやや聯 暗灰色 のミ暗ガ文キ。。見 みにジグザグ状

24ト6.3J 5.3 J 7.0 I 密 I I l外面ナデの富 わず32.5 やや軟 暗灰色 ミガキ。内 へラミガキ中。
見込みに格子状暗文。

25 [ 14.41 5.0 I 5.2 J 34.7 ｜砂粒含む｜良｜黒灰色｜内 外面ともナデの後，部分的にへラミカ‘キ。

26 113.8, 4.9[ 5.61 35.0 密 ｜やや軟｜黒灰色 ｜器表磨滅のため調整不明。

27 [ 14.41 (5.2〕｜－｜ 密 ｜やや軟｜ 黒灰色 ｜外面ナデの後面密部分的にへフ
ミガキ。内 にへラミ カ‘キ。

28 14.5 l (4.2)1 - I 密 ｜やや軟｜黒灰色｜内外面へフミガキ。外面のミガキ』士事且L、。

- 26ー
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6・7は杯蓋，8～10は杯身である。 11は長頚瓶の口縁部である。 8世紀後半に属するも

のであろう。12は黒色土器の椀である。内面のみが漆黒色を呈する。底部に糸切り痕
があ

る。黒色土器には，このタイプの他に輪高台を持ち内外面ともに漆黒色を呈するも
のがあ

るが，細片のため図示できなかった。13は土師器聾である。体部外面にハケ，内面に
へラ

削りを施している。 14～16は土錘である。 17は石鍋である。最大径約34.5cmを測る。羽の

断面形が三角形に近く，新しい型式に属するものである。14世紀代のものであろう。
滑石

製である。

( 2) B 地区

この地区は，茶畑，栗林として利用されて

いたこともあり，削平と撹乱のため遺構はあ

まり認められなかった。検出した遺構は，ピ’

ツトと溝一条のみである。ピットは建物とし

‘てのまとまりはなく，時期も明らかでなし、。

。

。 10cm 

第34図 SDOl出土遺物実測図

。

。
。。
。。

」 ＼一一一ノ 三主主三主ご
一一一一’ 一一一－":O_ －一一一三でヨ~ごご二ご_:j -

第35図 B地区遺構実演tl図
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第36図 C地区遺構実測図
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溝（S DOI）は弧状を呈し

ており，断面形は「U」字

形である。約IOmにわたっ

て検出した。埋土は暗灰色

の砂質土の単層である。深

さは約30cmで、ある。この溝

から土師器翠が1点出土し

ている（第34図〉。

護は，口径19.Bcm・残存

高約10.5cmを測る。体部外

面に縦方向のハケ，内面に

はへラ削りを施している。

古墳時代後期末葉のもので

あろうか。

SDOlは，A地区で検出

した古墳周溝（SDOl・03)

と隣接しており，形状も類

似している。 同様の性格が

考えられる。

(3) c地区

B地区の南側に設定した

調査区である。 調査地内に

宅地が残っていたため，

「L」字形の トレンチを設

定して調査を行った。この

地区の北半部は，B地区同

様に宅地や畑地として利用

されていたため削平と撹乱

が著しし、。表土直下で黄色

粘土があらわれ，遺構の存

在状況はよくなし、。南端の
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第37図 C地区南壁及びSDOl断面図

1. 耕作土 2. 黒灰色粘砂質土 3. 黄色粘土ブロック 4. 黒色粘砂質土 5. 黄褐色

粘土 6. 暗茶褐色土 7. 黄褐色粘土ブロック 8. 黒灰色粘質土 9. 茶褐色粘質土

10.陪茶褐色粘質土 11. 黒色粘質土 12. 黒灰色粘質土 13. 寅褐色粘土ブロ ック

部分では，再堆積土が厚く， S K06 • S DOlなどの遺構状況は良好であった。

主な検出遺構は以下のとおりである。

S B01 トレンチの東側にのびる掘立柱建物跡である。南北2間以上の規模をもっ。全

体の規模は不明である。柱聞は約2.4mを測る。出土遺物はない。

S D01 東西にのびる溝である。約16mにわたって検出した。検出面での幅約2.6m・

深さ約l.Omである。断面は逆台形を呈する。下層から平安時代の須恵器杯身・瓶，土師

器皿，墨書のある木札などが出土し，土層からは鎌倉時代の瓦器， 土師器血などが出土し

ている（第38図〉。平安時代半ばに開掘され，鎌倉時代まで機能していたと考えられる。溝

は，東側に向かつてゆるやかな傾斜をもっ。

SKOl・06・07は，埋土に瓦器の細片を含んでいることから，鎌倉時代のものと考えら

れる。SD02・04は素掘り溝である。時期は不明である。 SK02・03～05は近世の土坑で

ある。

S D01出土遺物（第38図〉 1～11は第9～10層から，12～17は11～12層から出土したも

のである。

1～4は土師器皿である。 lは口径約7.8c11!, 4は口径15.8c11!を測る。5・6は白磁椀

である。5は口縁部で，乳白色の紬がかかっている。口径約16.0c11!で、ある。12世紀前半。

7・8・11は瓦器椀である。 7は口径約12.0c11!・器高約5.0c11!を測る。内面にへラ磨きを

施す。外面はナデが主であり， ミガキを省略する。高台は断面三角形を呈し，組略化され

た作りである。13世紀前半に属するものであろう。 8は口径約15.0cm・器高約5.0cmを測

る。口縁部を強く横ナデして稜を作る。端部内面に沈線をもっ。器体内外面にへラミガキ

を密に施している。 11は完形で出土した。口径約16.0cm・器高約5.3cmを測る。ロ縁端部

内面に沈線を施す。器体内面にへラミガキを密に施すが，外面はやや省略されている。見

込みに平行線状の暗文がある。 また，底部外面には図に示したような墨書が認められた。

「定久」であろうか。8と11は，A地区SD02出土瓦器椀のうち，A 4形式としたもの

- 29 -
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第38図 SDOl出土遺物実測図
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と類似する諸特徴を有している。 12世紀中葉頃のものであろう。 9・10は土師器椀の底部

である。平底であり，底部外面に糸切り痕がある。

12は須恵器杯身である。口径約12.0cm・器高約4.5cmを測る。14は須恵器瓶である。底

部外面に糸切り痕がある。 10世紀前後のものであろう。

17は墨書のある木札である。 12・14と近接して溝の底に貼り付いた状態で、出土した。下

端が折損している。残存長約42cm・幅3.8cm・厚さ約l.Ocmを測る。墨書は両面に認められ

るが，器体の遺存状況が悪く判別できるのは「在」の一文字のみである。

13・15・16は古墳時代後期末葉の遺物である。混入遺物であろう。 Bは土師器杯，15は

須恵器の長頚壷，16は土師器の聾である。

(4) D 地区

仏南寺城のある山裾に位置する。約100rrfを開掘したが，宅地造成による削平のため遺

構を検出することはできなかった。部分的に旧表土があり，その中から中世の土器類少量

を検出したにとどまる。

4.おわりに

今回の発掘調査では，上述したように弥生時代中期から中世にかけての各種の遺構とそ

れに伴う遺物を多数検出することができ，里遺跡が一長期にわたって形成された複合集落遺

跡であることを明らかにすることがで司きた。以下，今回の調査の成果と問題点を簡単にま

とめ，結びとしたL、。

①里遺跡は，弥生時代中期 ・古墳時代後期 ・奈良時代後期 ・平安時代末～鎌倉時代の4

時期を中心とした遺構が重複して形成された複合遺跡で、ある。今回の調査地点は， 古墳時

代後期に一時墓域となったが，他の時代は主に集落として利用されていた。遺構分布の中

心はA地区であり，この地区を挟んだ隣接地点には今回検出した遺構と関連する遺構が広

がっているものと予想される。

由良川南岸では，度重なる調査の結果官頭で記したような中核的集落跡が各時代にわた

って形成されてきたことが確認されている。それに対し，北岸では集落遺跡の調査として

は味方遺跡の調査例があるのみで不明な点が多L、。今回の調査は北岸域での集落遺跡の新

たな確認事例として重要なものであり，この地域の集落遺跡の変遷を細かく検討していく

上で貴重な資料を提供するものとなった。

②遺物の上では， A地区SD02・sEOl出土資料が注目される。これらは12世紀代の一
括性の高い遺物であり，この時期の土器組成をよく保っている。特にSD02出土瓦器椀は
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完形資料に恵まれ， 中丹地域でのこの器種の編年的研究資料として貴重な事例となった。

（国代弘）

注l 『久田山』 綾部市教育委員会 1979 

注2 平良泰久「方墳二態」 （『京都府埋蔵文化財論集』第l集 （財）京都府埋蔵文化財調査研究セ

ンター） 1987 

注3 『京都府遺跡地図第2分冊 〔第2版〕』 京都府教育委員会

注4 1’京都府遺跡調査報告書』第13冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター 1989 

注5 『青野遺跡A地点、発掘調査報告書』 青野遺跡調査報告書刊行会 1976 

この調査を含め，現在までに14次の調査が実施されている。

注6 『京都府遺跡調査報告書』第4冊 （財〉京都府埋蔵文化財調査研究センター 1985 

注7 中村孝行「綾中遺跡発掘調査概報」（『綾部市文化財調査報告』第9集綾部市教育委員会〉

1982 

注8 西岸秀文他「西町遺跡」 （『京都府遺跡調査概報』第22冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究セ

ンター） 1987 

注9 小山雅人 「野崎古墳群」 （『京都府遺跡調査概報』第24冊 （財〉京都府埋蔵文化財調査研究セ

ンター〉 1987 

注目 『京都府遺跡調査報告書』第3冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研究センター 1984 

注11 伊野近富氏による編年案。注10文献所収。48～54頁。

注12 『多利遺跡群発掘調査報告書』 兵庫県教育委員会 1987 
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3. 塚本古墳発掘調査概要

1 .はじめに

今回の調査は，府営ほ場整備事業に伴うもので，京都府農林水産部耕地課の依頼を受け

て実施した。調査は，京都府教育委員会と当調査研究センターが合同で実施し，京都府教

育庁指導部文化財保護課記念物係技師森下街，当調査研究センター調査第2課調査第2係

長辻本和美 ・ 主任調査員引原茂治が担当した。 現地調査にあたっては，墳丘音f~を当調査研

究センターが，周辺部を京都府教育委員会が実施した。 また，京都府教育委員会，南丹教

育局，八木町教育委員会，神吉和田 ・上 ・下各自治会等の関係諸機関からご協力いただい
（注1)

た。現地作業については，地元有志、の方々等に参加していただいた。

第39図遺跡分布図

1. 塚本古墳（調査地） 2. 殿若遺跡 3. 殿若窯跡 4. 鎌谷窯跡

5. 石ヶ迫古墳群 6. 神古城跡
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塚本古墳は，京都府船井郡八木町神吉和田康本に所在し，亀岡盆地東側山間部に聞けた

通称 「神吉盆地」とし、う小盆地に位置する。標高は約340m前後で，亀岡盆地との比高差

は，200m以上ある。神吉盆地南側の山地から北に向かつてのびる丘陵先端部の微高地に

築造されている。

神吉地域では，この古墳のほかに，鎌谷窯跡・神吉城跡が，周知の遺跡として『京都府

遺跡地図』に記載されている。今回の調査中に，地元の方々から教えていただし、たり，案

内していただいたりして，新たに3か所の遺跡を確認した。そのうち，殴若遺跡は，土器

片が多数出土する遺物散布地であるが，ほ場整備対象地に含まれているため，京都府教育

委員会によって調査された。その結果，竪穴式住居跡が検出され，弥生時代終末期の集落

跡であることが確認された。また，般若窯跡は，採集した瓦片から，白鳳期の瓦窯跡とみ

られる。石ヶ迫古墳群は，横穴式石室を内部主体とする 3基の古墳からなる後期古墳群で

あるO このほか，和田地区には中世から近世にかけての宝僅印塔群などがあり，さらに分

布調査がすすめば，多くの遺跡が確認されるものとみられる。

発掘調査は， 5月25日から7月10日まで，当調査研究センターが，墳丘部の調査を実施

した。その結果，埴輪片が出土し，古墳であることは確認した。しかし，埋葬施設は後世

の削平により残存せず，墳丘も周辺部を削られかなり変形しているものと考えられた。こ

れとともに，7月6日から31日まで，京都府教育委員会が周辺部の調査を実施した。その

結果，この古墳が，二重の周溝をもっ方墳であることが確認された。8月9日には，共催

で現地説明会を実施した。

今回の調査は， 二つの調査機関が実施したものであるが，全体としては同一古墳の調査

である。特にこの古墳の全容を把握するためには， 京都府教育委員会の調査成果は多大で

あり，この概要報告には不可欠である。 したがって，森下技師にもその調査成果を執筆し

ていただき，あわせて報告することとした。

2. 調 査 内容

c 1 ） 境丘部の調査

調査前の状況は，段々状の水田の中に盛り上がる， 長径約18m・短径約13.5mのいびつ

な楕円形状の小丘である。高さは，丘陵に近い南側で約 1m・平地に商した北側で、約2m

である。 上部は， ほぽ水平な平坦地で，標高は343.9mである。現状では，茶畑となって

いる。この墳丘の形状などから， かなり人手が加わっているとみられ，また， 「昔，万が

出た」等の地元の伝承から，墳丘内がかなり撹乱されていることも予想された。

上部から掘削を行ったが，墳丘表面下10～30cmまでは，後世の耕作のため撹乱された状
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況であった。この撹乱土を除去し精査を行ったが，撹乱坑を確認したのみで，埋葬施設は

検出できなかった。出土遺物も，わずかな近世 ・近代の陶磁器片のみであった。さらに掘

り下げと精査を繰り返したが，埋葬施設は検出できなかった。

これとともに，墳丘斜面部から裾部の掘削も行った。斜面部の耕作土からは多数の埴輪

片が出土した。これにより，この小丘が，古墳であることが確実になった。斜面部北東及

び南側から石積みを検出したが，その裏込めに埴輪片が含まれており，耕作に伴う土止め

の石垣と考えられ，古墳とは関係のないものと判明した。また，南側裾部には，湧水を溜

める池が掘られていた。

その後，地山面まで墳丘の断ち割りを行ったが，埋葬施設は存在しなかった。本来，現

状の境丘上面よりさらに高く盛土されそこに埋葬施設が設けられていたものが，後世の耕

作等によって削平されてしまったためとも考えられる。また，この断ち割りにより，墳丘

が，ほぼ基底部から盛土によって構築されていることを確認した。

墳丘は，以下のように構築されている。各盛土は， 10～30cm単位の厚さに細分される。

1) 最初に，緩やかに傾斜する旧表土とみられる黒褐色土層上に盛土（盛土4）を行う。北

東側ではやや下降するが，ほぼ標高約342.2m前後の高さで面を整えている。

の その上に，さらに標高約343.2m前後の高さまで盛土（盛土3）して，再度面を整えて

いる。盛土は，現状の墳丘中央よりやや北側を中心として，外側に向かつて行われてい

る。盛土の土質は，黒褐色土中に黄灰色粘質土が混じったあまり風化していない土が主で

ある。北東側には，黄灰色 ・白灰色粘質土が盛られており（盛土2), 固く締められてい

る。これらの盛土は，周溝掘削時の排土である地山土 ・旧表土の黒褐色土を主として用い

ているものとみられる。

3〕 この上に，さらに，墳丘ほぼ中央を中心として，外側に向かつて盛土（盛土 1）する。

この盛土の土質は，やや風化した茶灰色土が主で、ある。この盛土は，標高約343.7m前後

の高さまで残存している。それ以上については，削平のため不明で、ある。

(2）周辺部の調査

重機によって墳丘周辺の表土を除去し，精査を行った結果，残存する墳丘の外側約5m

から方形に巡る周溝（内側周溝）を，さらにその2m外側カミら二重目の周溝（外側周溝〉を検

出した。残存墳丘周辺は，かなりの削平をうけており，現耕作土下は地山面である。これ

らの溝は，地山田で検出した。層位的には残存墳丘との関連は認められないが，埋土中か

ら多量の埴輪片が出土しており，両者が無関係とは考えにくく ，周溝と判断した。

① 内側周溝

幅約2.5mの溝で，残存墳正の四周を巡る。底部は起伏に富み，部分的に陸橋状に掘り
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残した部分も認められた。溝の断面形態も一定せず，深いところでは「U」字形を呈する

が，浅いところでは底部が平らで逆台形状を呈する。周溝の深さは，四辺の各辺でもまち

まちであるが，およその傾向として，南 ・北の辺が深く（最深部約 l.2m），東 ・西辺が約

20～30cmと浅L、。なお，西辺の中央には，幅約6mで，周溝部に約 l.5mとびだした造出

し状の施設が確認された。また，陸橋部は各辺におよそ2か所ずつあるが，うち一方はか

ならず各コーナー付近に位置する。この周溝を含めた上での古墳の規模は，一辺約22mと

なる。

周溝内からは多量の埴輪片が出土した。特に，造出し付近からは形象埴輪（盾形埴輪〕片

が， 北辺中央の最深部からは木製埴輪が出土した。

② 外側周溝

幅約2.5mの溝で，古墳の北・東の二辺で検出した。深さ約10～20cmと浅く，部分的に

とぎれるところもある。埋土から埴輪片が数点出土した。

周辺部の削平が著しく ，この溝を二重自の周溝とする確証はないが，内側周溝とほぼ等

間隔で巡ることや，溝幅がほぼ等しいことから，二重自の周溝と判断する。また，南 ・西

辺側の周溝の有無についても明確ではないが，地形的にみると，周溝の認められない南西

側が若干高くなっており，この部分が大幅に削平された可能性がある。したがって，本来

は全周していたものとも考えられる。この溝を含めると古墳の規模は一辺約36mとなる。

3. 出土 遺 物

今回の調査で出土した遺物は，そのほとんどを埴輸が占める。わずかに，須恵器 ・土師

器 ・瓦器片が周構内から出土したが，直接古墳に関連するものとは考えられなし、。また，

埋葬施設が削平されていたため，副葬品と考えられるものも確認できなかった。

c 1) 円筒埴輪
残存している口縁部片やへラ記号をもっ資料の数量などから，少なくとも70個体分が確

認できる。大きさから2種類に大別される。大型品は，口径38cm前後・高さ60cm前後を測

り，タガは4段。 小型品は， 口径25cm前後・高さ38cm前後を測り，タガは2段である。数

量的には，大型品が16個体に対して小型品が54個体と，圧倒的に小型品が多い。

外商は横方向のハケ自調整で，ハケが器壁を一周する聞に何度かその動きを停止する，

いわゆるB種横ハケによっている。また，小型品のうちの数点に，横方向のハケ目調整を

施す前に縦方向のハケ目調整を行った痕跡を部分的に残すものがある。内面は，基本的に

ナデ調整であるが， 口縁部付近にのみ斜め方向のハケ目調整を施すものが，大型製品の中

に数例ある（後述の I-3）。なお，ハケ自は，その粗密からいくつかに分類される。
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焼成は，黄灰色を呈し軟質のもの，黄褐色を呈し焼成良好のもの，青灰色で須恵質に焼

成されたものがある。黒斑があるものはなく ，すべて窯で焼成されたものと考えられる。
（注2)

上記のハケ目調整の特徴とあわせ， 川西編年のIV期に属する埴輪ということができ，時期

的には5世紀後半頃に比定することができょう。

このほかの特徴として，へラ記号の多さがあり，全体の8割近くに認められる。破片の

: ~ 0 ’ ・ 1

B 

第43図埴輪実測図・へラ記号拓影

20cm 

Q
d
 
ηο 

D 



京都府遺跡調査概報第41冊
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第44図埴輪・木製埴輪実測図
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状況を考慮に入れると，ほぽ全個体にへラ記号が施されていた可能性すらある。しかも，

上記のハケ自の組密は，このへラ記号とほぼ対応する状況がある。ただし，へラ記号と埴

輸の大小とはあまり関連が認められず，両者に共通するへラ記号も認められる。へラ記号

の付される部位は，1点（後述の I-2）を除いて，すべて口縁部付近である。

現時点では，充分な整理作業が行えていないが，以下ではとりあえず，大きさ ・ハケ目

の組密・へラ記号という 3要素から資料を分類し，その概略を報告する。

【円筒埴輪I-1】 大型品の中で，ハケ自が粗く，へラ記号が第43図1のもの。ハケ目

は部分的に組密もあるが，7本／cm程度を数える。9点が確認される。

【円筒埴輪l-2】 大型品の中で，ハケ目がやや細かく ，へラ記号と して動物（鹿？〉が

描かれているもの（第43図B）。この記号は，当初，絵画的なものと考えていたが，出土点

数からみて，記号と判断した。 ハケ目は部分的に粗密もあるが，10本／cm程度を数える。

3点が確認される。

【円筒埴輪I-3】 大型品の中で，へラ記号が上記以外のもの（第43図Dなど、〉。ハケ目

はやや粗く，I-1に近し、。ハケ目は部分的に粗密もあるが，8本／cm程度を数える。 5

点が確認される。

【円筒埴輪Il-1】 小型品で，へラ記号 ・ハケ目が I 1と同様。31点が確認される。

【円筒埴輪Il-2】 小型品で，へラ記号 ・ハケ目が I-2と同様。18点が確認される。

【円筒埴輪Il-3】 小型品で， 長方形の四隅が突出したような形状の記号（第43図C）が

施されたもの。 ハケ目はやや細く， Il-2に近し、。ハケ目は，部分的に粗密もあるが， 9

本／cmを数える。 4点が確認される。

(2） 形象纏輪

小片となって出土したもので，全体の形態等は不明である。器壁には，直線文・連弧状

文が描かれ，これらの構成から盾形埴輪と推定した。

(3） 木製埴輪（第44図7)

断面が台形を呈する円盤状の木

製品で，平面形は楕円形を呈する

（広い面で長径約30cm・短径約25

C1ll，狭い面で、長径約15cm・短径約

13cm・高さ約llcm）。一見， 笠形

木製品を模倣したものであるが，

狭い面から穿たれた断面四角形の

穴は貫通せず，深さ約8C1llで・とま

←~二〉 て二」／，。
下苧て~＇ 8実二L_...1イf

9 

。 20m 

第45図須恵器実測図
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る。笠形とすれば，穴の位置が逆になるように思われる。何らかの台であった可能性や，

欠損している部分に装飾部が装着されていた可能性も考えられるが， 現段階では即断でき

ない。形状などからは木製埴輪とされているものに属するものとみられるが，実際どのよ

うな製品であったのかについては，類例を待ちたい。

(4〕 須恵器

杯身8は，口縁部の立ち上がりが比較的高し、。高杯脚部9は， 三方に透かしをもち，端

部は下方へ短く屈曲する。この2点は5世紀末から6世紀初頭噴のものと考えられ，埴輪

から推測される古墳の築造時期に若干遅れる頃のものと考えられる。 10～13は， 8～10世

紀噴の杯 .JJll・椀である。古墳との直接的な関連は想定できないが，周辺に居住する人々

が古墳と何らかの関連をもったことを示すものかもしれない。

4.小結

今回の調査で，塚本古墳は，5世紀後半から末頃に築造された，二重の周溝をもっ方墳

であったことが判明した。埋葬施設は削平のため残存していなかったが，木製埴輸を含む

多くのf直輸が出土した。

この塚本古墳が築造された頃，亀岡盆地では，全長約80mの前方後円墳である千歳寧塚

古墳が築造される。また，各所に一辺30m前後の方墳が築造されている。 これらの古墳

は，千歳車塚古墳が南・西丹波を含む広域を支配した最高首長墓，方墳が最高首長に従属
（注3)

していた小地域の首長墓と考えられている。このような中で，塚本古墳も小地域の首長墓

としての位置付けが考えられる。神吉盆地は， 亀岡盆地から若狭・北陸方面に向かう山間

の中継地としての要衝であったと考えられる。

この周辺地域の古墳時代を考える上で，方墳は重要な手掛りであるが，詳細な発掘調査

例はほとんどない。j塁葬施設が残存していなかったとはし、え，今回の調査は，重要な資料

を提供したといえる。

（森下街・引原茂治）

注l 橋本 稔 ・松本末野 ・黒田美代子 ・谷口明子・大槻益子 ・小槻小福 ・石橋愛子 ・山田きん子 ・

小森ゆく子 ・谷口早苗

注2 川西宏幸「円筒埴輪総論」（ 『考古学雑誌』第64号第2巻 日本考古学会〉 1987 

注3 平良泰久「方墳二態」 （『京都府埋蔵文化財論集』 第l集 （財）京都府埋蔵文化財調査研究セ

ンター〕 1987 
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4. 京大北部構内遺跡発掘調査概要

1 .はじめに

今回の調査は，京都市左京区北白川西蔦町27番地内に計画された京都府警察職員待機宿

舎新築工事に先立ち，京都府警察本部の依頼を受けて，当調査研究センターが実施したも

のである。

調査対象地は，京都大学が進めている構内遺跡調査のうち，京大北部構内の隣接地にあ

たる。この京大北部構内遺跡では，昭和48年以降数年にわたり発掘調査が行われ，縄文l時

代から中世 ・近世にかけての集落跡や墓地が確認されている。このため，京都府教育庁文

第46図調査地周辺主要遺跡地図 (1/25,000)

1. 調査地 2. 北白川上終町遺跡 3. 北白川廃寺跡 4. 北白川小倉町別当町遺跡

5. 北白川追分町遺跡 6. 京都大学構内縄文 ・弥生遺跡 7. 京都大学構内遺跡（北部構内 ・

本部構内・ 西部構内・教養部構内・医学部構内 ・大学病院構内〉 8. 平安京跡
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L-66m 

l.a63r明

22 

1. 表土 9. 褐色砂（中粒・白味がかる〉 17. 白色砂（小粒〉
2. 淡茶褐色砂質土 10. 白色砂（大粒〕 18. 褐色砂質土
3. 茶褐色砂質土（礁を多少含む〉 11. 褐色砂（中粒〉 19. 淡褐色砂（中粒〉
4. 暗茶褐色砂質土 12. 淡黒褐色砂（中粒〕 20. 白色砂（中粒）

5. 黒色土 13. 褐色砂（細粒〕 21. 白色砂（大粒〕

6. 褐色砂（中粒・黒味がかる） 14. 白色砂（粒不揃い〉 22. 円磯（大粒の白

7. 黄褐色砂（中粒〉 15. 灰白色砂（小粒〉 色砂混じり）

8. 灰白色砂（中粒〕 16. 灰褐色砂（小粒〉

第49図 トレンチ南壁北側合成断面図

化財保護課と京都府警察本部との間で協議した結果，発掘調査を実施することとなった。

現地調査は，平成2年4月23日に開始し， 6月11日に終了した。発掘面積は，約2251,f

を測る。調査は，当調査研究センター調査第2課調査第2係長辻本和美，同調査員三好博

喜が担当した。また，本文の執筆は，三好が行った。

調査にあたって，京都市文化観光局 ・京都市埋蔵文化財センター ・（財）京都市埋蔵文化

財研究所 ・京都大学埋蔵文化財研究センターをはじめとする関係機関ならびに学生諸氏の
（注1)

ご協力を得た。記して感謝を表したい。

なお，調査に係わる費用は， 京都府警察本部が全額負担した。

2.調査経過

現地調査は，準備作業の後，平成2年4月23日に トレンチを設定することから開始し

た。重機による掘削は4月23・24日の両日で行い， その後人力による掘削を行った。調査

は， 顕著な遺構・遺物を検出することなく進み，機層に達した。このため，人力による掘

削は6月2日に終了した。写真撮影 ・測量 ・実測作業はその都度行い， 6月11日には，す

べての作業を終了し，現地を撤収した。

3. 周辺調査の状況

調査地は，京都市左京区北白川西蔦町27番地に所在し，京大北部構内遺跡の北端に位置

している。

調査地周辺には，西日本の著名な縄文時代の遺跡である北白川追分町遺跡 ・北白JII小倉
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（注4)

第50図周辺調査地位置図

4.調査 概 要

町別当町遺跡・北白川上終町遺跡などが存在し

ている。京大北部構内遺跡の調査では，1973年

度の調査で，縄文時代後期の襲棺を伴う配石墓

群， 1982年度の調査で，縄文時代中期の竪穴式

住居跡2棟が検出された。また，調査地南側に
（注2)

ある京都大学北部グラウンドでは，1979年度，

四d起に試掘調査が行われているO この試掘
調査では，グラウン ド全域にわたって縄文時代

から中世にわたる遺物の出土がみられ，奈良時

代から平安時代にかけての良好な遺物包含層が

遺存していることが確認されている。

このような状況の下にあって，今回の調査地

においても，良好な遺物包含層の存在が予想さ

れ，遺構の検出も期待された。

基本的な層序は，約30cmの表土から約60cmの茶褐色砂質土，約50cmの黒色土と基盤層で

ある喋層との聞に砂層が約160cm堆積していた。部分的に近現代の撹乱が見られたものの，

ほぽ良好な遺物包含層が存在していた。

遺構は，黒色土上面を精査した際に，南北方向の素掘り溝4条を検出した。 いずれも幅

20cm前後・深さ 5cm程度を測る。土器の創!I片が若干出土したが，時期の特定はできない。

他に顕著な遺構は検出できなかった。

造物は，茶褐色砂質土及び黒色土の掘削中に少量が出土した。いずれも細片で，縄文土

器や土師器・須恵器・陶器 ・磁器などがある。

縄文土器では，沈線をもつものがあり，中期から後期に属するものと思われる。土師器

や須恵器は，創Il片のため器種の特定で、きないものが多いが，土師器の皿には平安時代から

鎌倉時代 ・室町時代のものがみられる。陶器では，無制陶器，神出窯産の鉢，信楽産の播

鉢，瀬戸産の下ろし白血などがある。磁器では，中国製白磁， 13世紀から14世紀頃の龍泉

窯産青磁碗などがある。

5.まとめ

既述したように今回の調査地での層位は，ほぼ5層に大別できるく第51図〕。 1層目は，
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2.灰褐色土
3.淡褐色土
4.暗褐色土
5.茶褐色土・
6.黒褐色土
7.黒色土
8.黒褐色砂質土
9.白色砂
10.磯

1979年度試掘調査層位（グランド東半部）
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1987年度試担調査層位（グランド西半部）

1990年度調査
土層柱状図
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！ー一－..llL一一」

（注5)
図層土辺周第51図

表土である。 2層目は茶褐色土で，土色の濃淡でさらに細分できる。 1979年度試掘調査及

び1987年度試掘調査の第5層（茶褐色土〉に対応するものと思われる。3層目は黒色土で，

1979年度試掘調査の第5層（黒色土）， 1987年度試掘調査の第7層（黒色土〉に対応する。4

層目は砂層で， 1979年度試掘調査及び1987年度試掘調査の第9層（白色砂〉に対応するもの

と考えられる。5層目は門機層で， 1979年度試掘調査の第10層（喋〉に対応する。

遺物の出土状況をみると， 1987年度試掘調査のTp 1第7層（黒色土〉から奈良時代の土

師器や須恵器がまとまって出土している。また，1979年度試掘調査の第5層（黒色土〉は，

主として平安時代の遺物を包含し，第3層（茶褐色土〕は，室町時代の遺物を包含している。

これらのことから，黒色土は， 主として奈良時代から平安時代にかけての遺物包含層，茶

潟色土は，主として中世の遺物包含層と考えられる。

今回の調査地に最も近い位置での調査は， 1987年度試掘調査のTP3 • TP4地点であ

る。1987年度試掘調査が行われたグラウンド西半部に設けられた4か所の試掘坑の基本的
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な層位は，上から表土（第1層），茶褐色土（第5層〉，黒色土（第7層〉，白色砂（第9層）で

ある。グラウンド西半部北側のTP3・TP4では，これらの層はいずれもグラウンド西

半部南側のTp 1・TP2に比べて lm低い位置にあり，表土が厚く覆う。今回の調査地

での層位は，グラウンド西半部北側に設けられたTP3・TP4の層位とほぼ同様の状況

を呈しているものと考えられる。

今回の調査では，良好な遺物包含層を確認したものの，顕著な遺構・遺物を検出するこ

とはできなかった。近接する京大北部構内遺跡の調査によると，調査地点周辺は， 北白川

扇状地の端部にあたり，基盤の白砂及び喋層が東から西へ向けて急激に落ちる地形となっ

ている。本調査地も同様の地勢の下に位置していることが確認で、きた。

（三好博喜〉

注1 松本とも子・早川千恵 ・三仙恵理子・ 藤波武 ・勝山修志

注2 岡田保良・清水芳裕・吉野治雄「京都大学吉田キャンパスの試掘調査」 （『京都大学構内遺跡

調査研究年報昭和54年度』京都大学埋蔵文化財研究センター〉 1980 

注3 西川幸治 ・久馬ー剛・清水芳裕 ・森下章司「1987年度京都大学構内遺跡調査の概要」 （『京都

大学構内遺跡調査研究年報1987年度』京都大学埋蔵文化財研究センター〉 1990 

注4 注3pp. 3図2に加筆

注5 注3pp. 2-3図l，図3に加筆

第52図砂層上面掘削状況（東から〉
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5. 第二京阪道路関係遺跡（内里八丁遺跡）

平成2年度発掘調査概要

1 .はじめに

内里八丁遺跡の発掘調査は，第二京阪道路建設に先立ち，建設省近畿地方建設局の依頼

を受けて，当調査研究センターが実施したものである。

第二京阪道路関連遺跡の調査は，昭和63年に新田遺跡・内里八丁遺跡の試掘調査から開

始した。その結果，内里八丁遺跡で、は，第二京阪道路建設ルー トの東隣りを北流する防賀

川が，その流れを西北に転じる付近で遺構が検出されたため，面的な本調査に切り替える

こととなった。この本調査対象地は，農道と防賀川によって 3つの地区に分けられること

から，南から A・B・C地区と名付け，平成元年度から南部のA地区で本調査を開始し

た。調査は，試掘調査で遺構を検出した6・8・9・10トレンチを中心に， 2, 500ni'の範

囲で重機によって拡張した。また，試掘調査では，上層で飛鳥～奈良時代，下層で古墳時

代の遺構面の存在を確認したため，元年度はA地区の飛鳥～奈良時代の遺構面の調査を実

施することとなった。

調査の結果，当該WJの竪穴式住居跡・掘立柱建物跡・蒋等の遺構を検出したが，沖積地

での調査であることから遺構埋土の判別に手間取り，当初予定の年度末までにこの遺構面

の調査を終了することができなかった。このため，飛鳥～奈良時代の遺構面の一部と下層

の調査は，平成2年度に継続することとし，元年度の調査は平成2年2月27日に終了し

た。平成元年度の現地調査は，当調査研究センター調査第2課 ・調査第3係長小山雅人，

同調査員荒川 史が担当した。

平成2年度は4月17日から飛鳥～奈良時代の遺構面の調査を再開した。同遺構面の調査

は，新たに掘立柱建物助 ・井戸跡等を検出して同遺構面の調査を終えた。その後，調査は

下層の古墳時代遺構面に移り，古墳時代初頭の方形周溝墓，古墳時代前期の溝跡等を検出

するとともに，さらに下層に弥生時代の遺構面の存在を確認するにいたった。平成2年度

の現地調査は，調査第3係長小山雅人，同調査員竹原一彦が担当した。

今回の報告は，調査の終了した飛鳥～奈良時代の遺構面を中心に行い，下層面の調査成

果については今後の報告で行う予定である。

なお，調査にかかる費用は建設省近畿地方建設局が負担した。

（荒川史・竹原一彦〕
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第53図調査地周辺遺跡分布図

l. 調査地 2. 内盟八丁泣跡 3 木津川河床遺跡 4. Jll 1-1環濠集落 5. 下奈良遺跡

6. Q逃跡 7. 戸沖遺跡 8. 内m.五丁追跡 9 上奈良遺跡 10 上津屋遺跡

11. 西岩田遺跡 12. 新田逃跡 13 f（＼田逃跡 14. 金右衛門垣内遺跡 15.荒坂遺跡
16. 石不動遺跡 17. 西車塚古墳 18. 東車塚古墳 19. ヒノレ塚古墳 20. 王塚古墳

21.狐谷遺跡（横穴） 22. 女谷横穴lt)'. 23.荒坂横穴｛i干

2.位 置 と 環 境

内里八丁遺跡のある八幡市は， 111城盆地の南部にあり，西に京都府と大阪府の境でもあ

る男山丘陵を配し， 北と：！哀には三重県；；（1j引山地に源を発する木津川が流れる。このため，

AU
 

伊

H
U



八幡市は大きく二つの地域に

分かれる。西の男山丘陵とそ

れに続く河岸段丘，東の沖積

平野に分かれ，内里八丁遺跡

は木津川が形成した沖積平野

音！lに位置する。

八幡市域では，丘陵部と沖

積平野のいずれにも，多数の

遺跡が分布していることが知

られている。以下，時代を追

ってこれらの遺跡を概観して

いく。

旧石器時代 ・縄文時代の遺

跡は少なく，わず、かに美濃山

丘陵の金右衛門垣内遺跡が知

られるのみである。この遺跡

からは，ナイフ形石器や切目

石錘が出土している。

弥生時代に入ると遺跡数も

第二京阪道路関係遺跡（内里八丁遺跡〕平成2年度発堀調査概要

増加し丘陵部では弥生時代 第54図調査区配置図

中期の金右衛門垣内遺跡・幣原遺跡，銅鐸が出土した式部谷遺跡，弥生時代後期の美濃山

廃寺下層遺跡等がある。 沖積平野では，弥生l時代後期後半の木津川河床遺跡がある。

古墳時代で、は男山丘陵上や段丘縁辺部に古墳が築造される。前期の古墳としては，茶臼

山古墳・石不動古墳・西車塚古墳・ヒル塚古墳といった 50～lOOm前後の規模の前方後方

墳・前方後円墳 ・方墳がある。中期古墳では，東車塚古墳・美濃山王塚古墳等の前方後円

墳がある。前方後円墳でみれば，前 ・中期を通して市域北部の旧八幡地域に集中する傾向

にある。古墳時代後期では，美濃山地区から田辺町大住地区にかけて狐谷横穴群・女谷横

穴群・荒坂横穴群などの横穴墓が数多く造られる。このことは，美濃山地域周辺に移住さ

せられたとされる，隼人との関連が考えられている。古墳時代の集落の調査例は少なく，

木津川河床遺跡で庄内式併行期の住居跡が検出されているのと，新田遺跡で5世紀代のカ

マトーを持った竪穴式住居跡が検出されているだけである。

奈良時代の遺跡の中で著名なものとしては，西山廃寺・志水廃寺 ・美濃山廃寺の3寺院
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跡と，四天王寺の創建瓦を焼いた平野山瓦窯が男山丘陵周辺部にある。

これまで見てきたように，八幡市域における調査の多くは男山丘陵周辺であり，平野部

での調査はわずかに木津川河床遺跡と新田遺跡のみである。丘陵部にみられる大型古漬を

築いた生産基盤を考える上で，今回の内里八丁遺跡の調査成果が期待される。

（荒川 ・竹原〕

3.調査の概要

A地区飛鳥～奈良時代の遺構面の調査では，多数の溝跡，調査地東北部で倉庫群，南部

で掘立柱建物跡・井戸跡等を検出した。また，この遺構面では鎌倉時代の溝・柵列 ・水田

跡と推定される粘質土層に残る人の足跡等も検出している。以下，主な検出遺構に関して

述べる。

c 1) 検出遺構
① 飛鳥～奈良時代遺構

S B01 A地区東北部で検出した2間×2聞の総柱建物跡である。柱穴掘形は一辺が70

～llOcmの方形に近い平面形で，40cm前後の深さを測る。 掘形内の調査によって，直径約

30cm前後の柱痕跡が確認された。柱穴の心々間距離は，東西の桁行約3.8m・南北の梁間

約4.2mの規模を測る。建物跡の北と南には建物跡に並走する溝（SDlO・14）が存在する。

SDlO・14は，南北両端の梁間柱穴列から約Im程度の間隔を置いて併走し，長さも建物

跡の桁行に対応するところから，雨落ち溝と見ることができょう。溝幅約30cm・深さは約

20cmを測る比較的浅い溝である。建物跡の方位はN 50 Eを測る。

S B02 S BOlの北側やや東に位置し，約2.5mの間隔を置いて検出した，2間× 2聞

の総柱建物跡である。柱穴掘形は一辺が50～70cmの方形に近い平面形で，50cm前後の深さ

を測る。 S BOlよりやや小規模な建物跡であり，柱穴の心々間距離は，東西約3.5m・南

北約3.8mの規模を測る。建物跡の方位はN 50 Eを測る。この建物跡付近の遺物包含

層から，石帯（第58図18）が1点出土している。

S B03 S BOlの北側やや西に位置し，約2.3mの間隔を置いて検出した，東西3間x

南北2閣の総柱建物跡である。柱穴掘形は一辺が60～80cmの方形に近い平面形で， 30cm前

後の深さを測る。柱穴の心々間距離は，東西の桁行約4.lm・南北の梁間約4.4mの規模を

測る。北側桁行柱穴列と東側梁間柱穴列には，ほぼ同一場所で切り合い関係にある柱穴跡

が存在することから， 一度建て替えられたものとみられる。建物跡の方位はSBOl・02と

異なり， N-2°-Eを測る。

S B04 A地区南部で検出した，東西棟の掘立柱建物跡である。柱穴掘形は一辺が40～
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50cmの方形に近い平面形で，40cm前後の深さを測る。柱穴の心々間距離は，東西の桁行約

4.8m・南北の梁間約3.2mの規模を測る。建物跡の方位は， SBOl・02とほぼ同一で，N

-6。－Eを測る。

S BOS 調査地東北部，SB03の北で約l.5mの間隔を置いて検出した， 2間×2聞の

総柱建物跡である。 柱穴掘形は一辺が50～70cmの方形に近い平而形で，40cm前後の深さを

測る。SB03より小規模な建物跡であり ， 柱穴の心々間距l~ltは，東西約3.6m ・ 南北約3.3

mの規模を測る。中央の南北方向柱穴列は，中央からやや西に偏って存在する。 建物跡の

方位はN-2°-Eを測る。

SH01 A地区西北部で検出した方形の竪穴式住居跡である。東西約3.8m×南北約5.2

m ・壁高は約20cmを測る。住居跡の東北コーナーに造り付けのカマドが存在する。カマド

から東北にのびる約1mの煙道が存在する。カマド、の焼成部は直径約60cmの範囲て、赤褐色

によく焼け締まり，その直上には炭 ・灰とともに土師器の長胴聾（第58図1）の破片が集中

していた。カマドは住居跡の中でもやや高位置に造られており，床面はカマ ドの焼成面よ

り下位に位置し，その差は約5c1nを測る。床面には住居跡に伴う柱穴掘形が4か所にみら

れるが，カマド付近の柱穴はやや西に偏って存在する。カマ ドの対角コーナー付近の壁面

は，内側にやや張り出した状況がみられることから，ここに住居の入り 口が存在した可能

性が高し、。方位はN-9°-Eを測る。

S E02 A地区西南部，SB04の西約7m付近で検出した木枠組みの井戸跡である。方

形に近い井戸掘形は， 一辺約2m・深さ約2.2mを測る。 掘形内の中央部坑底近くで，方

形に組まれた木製の井戸枠が遺存していた。 井戸本体は一辺約lmを測る。井戸枠は腐朽

が著しく，全容をつかむことができないが，井戸の四隅には角材を使用し，各面には厚さ

約2cmの板材を使用していた。角材 ・板材は縦位置で組まれていたが，基底部に胴木が認

められず，井戸枠の下端レベルは一定していなL、。掘形の坑底は，下層の陥灰色；fii；質土居

内で掘り下げを終えていることから，当日与はこの粘質土層に湧水面があったとみれよう。

出土遺物としては，井戸底中央から須恵器の横瓶（休部半個体） ・杯（半裁〉 ・長頚壷（破

砕〉，土師器の片口鉢（口縁の一部を欠く〉が，まとめて置かれた状態で、出土した（第58図14

～17）。このうち， 杯の外面底部には，墨書による記号が認められる。

S DOB A地区のほぼ中央付近を南北に走る素掘り溝である。務幅l.2m・深さ約40cm

前後を測る。溝底の状況からみて北流する溝であり， SDl6に注ぎ込む。出土遺物には，

須恵器（杯身・杯蓋等〉 ・土師器（聾等〉がある。

S D10 S BOlの北側で検出した全長約4.2m・幅約30cm・深さ約lOcmの東西滞で、ある。

出土遺物は見られない。
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3灰色砂質士
（白色砂吉む）
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第57図 SE 02実誤lj図

1m 

S D11 S DOSと総

柱建物跡群の聞を，南

北に走る素掘り溝であ

る。溝幅約50cm・深さ

約20cm前後を測る。出

土遺物には，時期決定

にいたらない土師器の

細片がある。

SD14 SBOlの南

側で検出した，全長約

4.5 m・幅20～50cm・

深さ約15cmの東西溝で、

ある。溝の東端をSD 

12により切られる。出

土遺物として土師器・

須恵器（第58図2・11)

がある。

SD16 A・B両地

区にまたがる東西方向

の流路である。 A地区

内では流路の南岸を検

出し， B地区に設けた11トレンチで北岸を検出している。流路幅は約26mを測る。堆積土

層（砂 ・粘質土が互層〉の状況から，西流する水路と判明した。出土遺物（第58図3～9〕と

して，須恵器（聾 ・長頚査 ・杯身 ・杯蓋 ・鉢等〕 ・土師器（護 ・高杯 ・椀 ・皿 ・蓋等〕 ・布目

瓦等がある。

SD25 SB04の南で検出した溝幅約70cm・深さ約30cmの東西溝で、あり，約9m分を検

出した。 出土遺物には，須恵器（聾〉 ・土師器等がある。

SD26 SB04とSD25の中間で検出した務幅約60m・深さ約30cmの東西溝で、あり，約

12m分を検出した。 SD25とは心々間で1.1～l.4mの間隔を置いて並走する。 出土遺物に

は，須恵器 ・土師器等がある。

S D33 A地区西部で検出した南北に走る素掘り溝である。溝幅約lm・深さ約60cm前

後を測り，溝の西部は後世の撹乱によって失われているが，約36m分を検出した。出土遺
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物には，須恵器（聾・杯身・杯蓋等〉 ・土師器（護・皿・椀・葦等〉がある。

② 鎌倉時代遺構

第1遺構面の調査では，飛鳥・奈良時代遺構とともに中世の遺構も同時に検出した。

S D01 A地区中央付近を東西方向に横断する素掘り溝である。幅約80cm・深さ約30cm

前後を測る。溝の方位は E-14° Sを測る。出土遺物には，土師器・瓦器等がある。

S D12 A地区南部を東西方向に横断する素掘り溝である。溝幅約50cm・深さ約30cm前

後を測る。出土遺物には，土師器・瓦器等がある。 SDOlとは約15.5mの間隔を置いて並

走状態にある。

SA01～04 A地区の中央以南で検出した東西方向の柵列跡である。南部の柵列 SA 

01・02は約l.5mの間隔を置いて並走する。 SA02の北約12mにはSA03が存在し， SA 

01・02と同じく約1.5mの間隔を置いて並走状況にある。柵列の柱穴は方形か長方形の掘

形を持ち，一辺が10～20cm，深さは5～20cmを測る。個々の柱穴間隔は不規則であり，軌

線上からはずれる柱穴も多数存在する。掘形内から瓦器椀の細片が出土している。

足跡 調査地の南端付近から，還元土嬢（青灰色シル 卜）の拡がりを確認するとともに，

人間及び寓蹄類の足跡を多数検出した。還元土壌の北端はSAOlの南約9mに位置する。

足跡内に充満した砂中から，磨滅した須恵質聾・土師皿・瓦器椀の細片が出土している。

(2） 出土 遺 物（第58図）

出土遺物には，須恵器・土師器・輸入陶磁器・布目瓦・石製品があり，出土した土器の

一部を図示した。いずれも飛鳥～奈良時代のものである。 1は，土師質の長胴聾である。

口径20cm・最大体部径22.3cm・残存器高18.5cmを測る。 口縁上端部に面をもっ。体部の内

外面に縦方向のハケ目がみられる。2は，土師質の肌である。 口径25cm・器高2.5cmを測

る。口縁端部は，内側に肥厚させて丸く終わる。口縁部内面に放射状の暗文が存在する。

3～9は須恵質の葦である。 3は， 口径12cm・器高3.2cmを測る。天井部外面中央には，

丸みを持ったノトさなつまみが付く。蓋の内面には短いかえりがみられる。 4～6は， 3に

比べ大型の蓋であり，口径は15～18cmを測る。天井部外面中央に擬宝珠様つまみが付き，

内面にはかえりを付している。葦全体は，丸みを持つもの（4），天井部が低く偏平化した

もの（5・6）がみられる。 7～9は，内面のかえりを持たない蓋である。天井部が低く偏

平化し，綴宝珠様つまみも偏平化の度合いを強めている。口縁端部は面をつくり内側へ屈

曲させている例が大部分を占めるが，端部を丸く終えるもの(7）も一部に認められる。大

小の器種があり，小型の8は口径10.8cm，大型の7・9は口径17cm前後を測る。10・11は

高台をもっ須恵質の杯身である。底部端からやや内側に付けられた高台は， 「ハ」 の字状

を呈する。 10は，口径13.6cm・器高3.9cm, 11は口径15cm・器高3.7cmを測る。 12は， 須
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恵質の長頚査である。 口径10.4cm・器高22.Bcm・体部径15cmを測る。やや丸みを帯びた

体部に，長方形スカシ窓（3か所）をもっ短脚が付く。体部に2条，脚部に1条の沈線が巡

る。 13は土師質の直口壷である。口径10.9cm・器高 10.7cm・体部径12.Scmを測る。やや

内湾気味に立ち上がる短い頚部をもち，口縁端部は外反し丸く終わる。体部外面は縦方向

のハケ目，頚部内面に横方向のハケ目がみられる。 14は土師質の整である。口径15.2cm・

器高 12.2cm・体部径15cmを測る。 ロ縁端部付近は指押さえによるアクセン トをもつのが

特徴で，端部は面をつくり肥厚気味におわる。内外両面はハケ目調整により仕上げるが，

内底面に指頭圧痕を残す。 15は，土師質の片口鉢である。 口径18cm・器高10.5cm・体部径

20.3cmを測る。内湾する口縁の端部は面をつくり，外上方に肥厚して終わる。外面上半は

縦方向のハケ目，下半は不定方向の連続ハケ目で、調整する。内底面には整形段階の圧痕を

残し，上半部はナデ消す。 16は，須恵質の長頚壷である。 口径13.Scm・器高21.Scm・体部

径15.6cmを測る。大きく外反する口縁端部は丸く仕上げ，頭部に1条の沈線を巡らせる。

肩が強く張った体部は，最大径が上部M付近にある。 「ハ」の字形の比較的高い高台は，

内端面で接地する。 17は，須恵質の杯身である。口径15cm・器高3.7cmを測る。外底面の

ほぼ中央付近に墨書記号が認められる。 18は，石帯（丸柄〉である。長さ3.4cm・幅2.4cm・

厚さ 0.7cmを測る。表面は特に平滑に仕上げるが，裏面は加工時のままである。裏面3か

所に2個一対の糸止め穴をもっ。

4.まとめ

今回報告した第1面の遺構は，B地区・C地区にも拡がっていると考えられることから，

現時点では遺跡の性格を把握しきれない点は否めないが，現在の知見を述べてまとめとし

たい。

今回検出した竪穴式住居跡；（S HOl)・掘立柱建物跡群は， その分布に規則性が認めら

れる。竪穴式住居跡は調査区北西に，総柱の掘立柱建物跡（SBOl～03・05〕は調査区北東

に，そして総柱でない掘立柱建物跡（S B04〕は1棟だけ調査区南部に離れて存在する。竪

穴式住居跡と 4棟の総柱建物跡の聞には，南北に流れる溝（SDOのがあり，この繕によっ

て集落を区画していた可能性がある。また，建物跡は主軸方向などから2時期に分けられ，

S B03・05・SHOl, S BOl・02・04が同時期と考えられる。 出土遺物等からみて，前者

が先行する。調査区南西で検出した井戸（S E02）は，出土遺物等からみて，後者のグルー

プに属する。

調査区南部のSB04の南には青灰色の、ンル ト層が拡がる。足跡等の存在から中世の水田

跡とみることもできょう。この水田跡と遺跡の聞にはSDOl・12の2本の溝とSAOl～04 
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の4列の柵列が存在する。溝と柵列は，それぞれ等間隔で存在するところから，条里に関

連する遺構の可能性が高い。

調査地北端部を東西に流れる大溝SD16は，務の北側の肩をB地区の試掘トレンチで検

出しており，幅約26mの溝である。この溝から出土した遺物は，若干の布留式期の遺物が

混入するが，主体は飛鳥 ・奈良時代であり，下層の段階では存在していなかったとみられ

る。この溝の性格は，現在のところ不明と言わざるをえないが，谷阿武夫氏が復原した条

里の界線が付近を通ることから，条里との関連も指摘しておきたし、。また，この調査地付

近は足利健亮氏の復原による古代山陰道も通ることから，同様な方位関係をもっSDOS・

33との関連もあわせて指摘しておきたい。

今後，調査はA地区下層，さらに北部のB・C地区で実施するところから，詳細な報告

は後の機会にゆずる。

〈荒川 ・竹原〕
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図版第1 杉末遺跡

(1) 調査地全景（東から）

(2) 調査地北壁断面（南東から）



図版第2 里遺跡

(1）調査地遠景（北から）

(2) A地区全景（北から）



図版第3 里遺跡

(1) A地区 S BOl全景（北から）

(2) A地区 S B02・03全景（南から）



図版第4 里遺跡

(1) A地区 S EOl全景（東から）

(2) A地区 S D02 （東から）



図版第5 里遺跡

(1) B地区全景（北から）

(2) C地区 S DOl（北西から）



図版第6 里遺跡

A I也 I）＇~ S D 02 tf, －！.）宣物（1)瓦器椀



図版第7 里遺跡
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A I也l又 S D02出｜二遺物（2)

1～5 土師器血 6 . 7 瓦器Jill 8 三足釜（瓦器） 9～11 羽釜 12～14 土鍋



図版第8 里遺跡
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図版第9 塚本古墳

(1) 調査前遠景（北東から）

(2）調査前全景（北東から）



図版第10 塚本古墳

(1) 調査地遠景（南西から）

(2) 調査地全景（北東から）



図版第11 塚本古墳
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(1) 周溝部分（北西から）



図版第12 塚本古墳
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図版第13 塚本古墳

出土遺物（2)



図版第14 京大北部構内遺跡

(1) 調査前風景（南東から）

(2) 黒色士上面遺構検出状況（南東から）



図版第15 京大北部構内遺跡

(1）掘削終了後全景（北西から）

(2) 南壁断面（北から）



図版第16 内里八丁遺跡

(1) A地医全景（南から）

(2) A地区全景（北から）



図版第17 内里八丁遺跡

(1) A地区総柱建物跡群（北から）
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(2) S B03・05（南から）



図版第18 内里八丁遺跡
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(2) S E02（西から）



図版第19 内里八丁遺跡

(1) S HOl （南から）

(2) S HOl カマド内遺物出土状況（東南から）



図版第20 内里八丁遺跡

(1) A地区南部足跡検出状況（西から）

(2) S DOS遺物出土状況



京都府遺跡調査概報第41冊

平成3年3月20日

発行 〈財〉京都府埋蔵文化財調査研究

センター

〒617向日市寺戸町南垣内40の3

TEL (075) 933-3877 （代〉

印刷 株式会社中村太古 舎

干520大津市京町三丁目 4-32

TEL (0775) 24-4370 （代〉




